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条
例
改
正

（
要
旨
）
本
年
度
の
町
の
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
算
定
に
つ

い
て
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少

等
の
影
響
は
あ
る
が
、
前
年
度

の
繰
越
金
か
ら
２
３
７
５
万
円

を
税
率
の
軽
減
に
充
て
、
医
療

費
分
、後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、

介
護
納
付
金
分
の
そ
れ
ぞ
れ
の

税
率
に
つ
い
て
は
据
え
置
き
と

な
っ
た
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
国
の

税
制
改
正
を
受
け
、
世
帯
の
所

得
金
額
に
応
じ
た
軽
減
区
分
の

う
ち
２
割
、
５
割
軽
減
に
該
当

す
る
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
の

控
除
額
を
増
額
す
る
改
正
を

行
っ
た
。
し
か
し
、
世
帯
あ
た

り
の
所
得
が
伸
び
た
こ
と
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
税
負
担
額
は

前
年
度
よ
り
１
世
帯
あ
た
り

９
・
６
％
（
１
か
月
あ
た
り
約

１
３
５
０
円
）
増
、
１
人
あ
た

り
１
・
６
％
（
１
か
月
あ
た
り

１
２
５
円
）
増
で
あ
る
。

　

な
お
、
適
用
は
平
成
29
年
度

以
降
分
の
国
民
健
康
保
険
税
か

ら
と
な
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
町
内
会
長
を
行
政
連

絡
員
に
改
め
る
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
に
弁
護
士
、
大
学
教
授
等
を

加
え
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
。

①
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別

控
除
の
見
直
し

②
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
適
用
期
間
を
２
年
延
長

③
軽
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
の

特
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
福
島
第
１
原
発
事
故

に
伴
う
避
難
者
の
国
保
税
と
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
、
減
免
期

間
を
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

延
長
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
北
古
舘
団
地
の
古
く

な
っ
た
住
宅
の
取
り
壊
し
に
伴

い
、
戸
数
を
40
戸
か
ら
39
戸
に

改
正
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
町
道
２
０
１
８
号
線

の
延
長
70
メ
ー
ト
ル
を
、
橋
梁

撤
去
に
伴
い
、
廃
止
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

こ
の
町
道
は
、
地
域

の
人
々
が
通
学
・
通
勤
な
ど
で

Ｊ
Ｒ
を
利
用
に
す
る
際
に
使
わ

れ
て
き
た
。
町
道
の
廃
止
に
つ

い
て
は
、
近
隣
住
民
の
理
解
を

得
て
い
る
の
か
。

建
設

課
長
　

理
解
を
得
て
い
る
。

29
年
度
の
国
保
税
は

税
率
据
え
置
き

国
民
健
康
保
険
税
条
例

町
道
廃
止
に
近
隣
住
民
の

理
解
は
あ
る
か

１世帯及び１人あたりの税負担平均額�（年額／円）
１世帯あたり １人あたり

29年度 184,775 95,441
28年度 168,534 93,941
増減額 16,241 1,500
増減率 9.6％ 1.6％

※１世帯あたり月額約�1,350円増
　１人あたり　月額　　 125円増

行
政
連
絡
員
と
し
て

町
内
会
長
を
規
定

国
保
税
・
介
護
保
険

料
の
減
免
を
延
長

住
宅
取
り
壊
し
に

よ
り
戸
数
を
改
正

橋
梁
の
撤
去
に
伴
い

町
道
を
廃
止

軽
自
動
車
税
の
特
例

等
を
改
正

特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
・
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
者
の
国
保
税
な
ど

を
減
免
す
る
条
例

国
見
町
税
条
例
等

町
営
住
宅
条
例

町
道
路
線
の
廃
止

一
般
議
案
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広
報
常
任
委
員
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

6月定例会
　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
20
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
広
報
常
任

委
員
が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
議
会
の
構
成
が
一
部
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
や
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
費
な
ど
を
増
額
す
る

補
正
予
算
な
ど
26
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

広
報
常
任
委
員
の
任
期
は
条

例
で
２
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
６
月
22
日
付
で
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
定
例
会
初

日
の
20
日
に
新
た
な
委
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
委
員
の
任
期
開
始
日
と
な
る

23
日
に
は
、
委
員
長
、
副
委
員

長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
委
員
は
下
記
の
６
人

で
す
。

　

委
員
長　

松
浦　

和
子

　

副
委
員
長　

村
上　

正
勝

　

委　
　

員　

東
海
林
一
樹

　

委　
　

員　

八
島　

博
正

　

委　
　

員　

佐
藤　

定
男

　

委　
　

員　

井
砂　

善
榮

広
報
常
任
委
員
会

任
期
満
了
に
よ
り
６
人
の

委
員
を
選
任

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
現
職
の
佐
藤
徳
正
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
佐
藤
氏
は
代
表
監
査
委
員

と
し
て
平
成
29
年
６
月
24
日
か

ら
４
年
間
、
町
の
財
政
や
事
務

事
業
の
適
正
な
執
行
を
監
査

し
、
評
価
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
新
た
な
農
業

委
員
の
選
出
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
法

改
正
で
今
年
か
ら

公
募
制
と
な
り
、

農
業
委
員
候
補
者

評
価
委
員
会
で
候

補
者
の
選
考
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
議

会
で
は
選
出
さ
れ

た
上
記
８
名
の
候

補
者
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は

平
成
29
年
７
月
20

日
か
ら
平
成
32
年

7
月
19
日
ま
で
の

３
年
で
す
。

人

事

監
査
委
員
に

佐
藤
徳
正
氏
が
再
任

法
改
正
に
伴
い
新
た
な

農
業
委
員
の
任
命
に
同
意

新委員でよりわかりやすい紙面づくりを目指します

佐藤 浩信氏

佐藤　武氏

八島 富一氏

斎藤 紀次氏

渋谷 福重氏

佐久間 久子氏

朽木 勝之氏

鈴木 恵子氏


